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序 文

埋蔵文化財は、それぞれの地域の、そして我が国の歴史を明らかにする上

での重要な歴史資料です。また同時に、後世に残さなければならない、私た

ち共通の大切な文化遺産でもあります。したがって、可能な限り現状を保存

してゆくことを大原則としておりますが、私たちの社会生活を向上させるた

めの各種の公共事業もまた重要であることは言うまでもありません。そこで、

どうしても現状保存の困難な部分については、発掘調査を実施し、記録の保

存を図ってきているところであります。

ここに報告致します大藪遺跡は、平成元年 7月10日～平成 2年2月8日に

かけて、当センターが一般国道 1号亀山バイパス建設事業に伴う発掘調査を

行った区域に隣接したところです。今回、報告致しますのは一般地方道亀山

停車場石水渓線（交差点改良）整備事業に伴い、遺跡の滅失する部分で発掘

調査を実施した記録であります。この成果が、消滅した遺跡にかわって、郷

土の歴史・文化を伝え、活用されることを切望するものであります。

最後に、協議から発掘調査にかけて多大なご理解とご協力をいただきまし

た県土木部道路維持課及び鈴鹿土木事務所、亀山市教育委員会、地元の方々

に心から感謝いたします。

平成 7年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長川村政敬



例 言

1. 本書は、三重県教育委員会が三重県土木部から執行委任を受けて実施した、平成6年度
おおやぶ

一般地方道亀山停車場石水渓線（交差点改良）整備事業に伴う大藪遺跡の発掘調査結果を

まとめたものである。

2 . 調査は、下記の体制で行った。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三重県埋蔵文化財センター

主事

研修員

浜口 冗

松本美先

3 . 調査にあたっては、県土木部道路維持課、鈴鹿土木事務所、亀山市教育委員会、ならび

に地元の方々のご協力を得た。

4. 発掘調査後の出土遺物等の整理は、調査担当者の他、管理指導課が行った。

5 . 本書の執筆・編集は、松本美先が担当した。

6. 挿図の方位は、全て真北である。なお、磁北は6度30分西偏（平成2年）する。

7 . 本書で報告した記録および出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。

8. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

1 調査に至る経過

三重県教育委員会では、国および県にかかる各種

公共事業に関連して、事業予定地内の文化財の確認

と、その保護に努めてきているところである。

こうしたなかで、三重県土木部道路維持課から、

平成6年度一般地方道亀山停車場石水渓線（交差点

改良）整備事業計画の照会をうけ、三重県埋蔵文化

財センターが、事業予定地内の試掘調査を平成5年

度に実施した。

事業予定地南側には、一般国道 1号亀山バイパス

建設事業に伴って、平成元年に発掘調査された大藪

遺跡A・B・C地区が所在し、 C地区で検出した遺

構の広がりが今回の事業地に及ぶものと想定された。

試掘調査によって溝や小穴などの遺構が確認された

部分について今回本調査を行うこととなった。調査

面積は、事業範囲内の240面で、かつての大藪遺跡C

地区に北接するが、調査期間が異なるためにD地区

として報告する。

2 調査日誌（抄）

6月2日 鈴鹿土木事務所と現地協議。 7月7日 調査区の掃除と、全体写真の撮影。

7月4日 発掘資材の搬入。 7月11日 遺構実測と調査区の地形測量。

表土を重機で除去する。 7月12日 調査完了•発掘資材搬出。

7月6日 遺構検出を開始する。

lI 位置と環境

1位置

亀山市は、三重県の北西部に位置しており、東は

鈴鹿市、南は津市•安芸郡芸濃町、西は標高549m の

明星ケ岳を介して鈴鹿郡関町、北は標高851mの野登

山・ 901mの仙ケ岳を経て滋賀県境に接している。市

の西北には鈴鹿山脈、西南には布引山脈が連なり、

この両山脈の湾曲した両辺の延長線に抱かれたとこ

ろに亀山市がある。

そして、鈴鹿山脈と布引山脈の両山脈の合する高

地を源として鈴鹿川が市の中央部を東流し、西北の

山地に源を発して東南に流れる小野川・安楽川・御

弊川などの支流を合わせて伊勢湾に注いでいる。こ

れら河川が安楽谷・白木谷•関谷・昼生谷などの渓

谷を形成し、その間は第三紀層のそれぞれが独立し

た丘陵状の台地となり、東南に向けて徐々に低平化

していき、市域の東部で伊勢平野と合する。亀山市

は亀山及び昼尾•井田川・川崎・野登• 白川・神辺

の7地区から構成されており、中心市街地は諸川に

挟まれた台地上を東西に延びている。市域の面積約

は111.03国である。

鈴鹿山麓のこの地域は、古代から関が配されるな

ど、畿内と東国を結ぶ交通の要衝地であり、亀山は

近世には東海道の46番目の宿駅で、巡見街道への分

かれ道でもあった。現在でも、市の南には国道 1号

線と、 JR関西本線が鈴鹿川に沿って東西に通じ、

西には東名阪自動車道が通じているなど、交通の要

所となっている。

今回、調査対象となった大藪遺跡D地且は、亀山

市北部の開折谷と発達している台地とが入り組んだ

地域を流れる鈴鹿川支流椋川左岸の標高約73mの台

地上に所在し、現在の亀山市亀田町の集落南西部に

位置する。
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2 歴史的環境
③ 

亀山の地名由来は、天照大神遷幸にかかる倭姫命

巡行伝承によるものとされる。遷幸の途、天照大神

は現在の野村町忍山の地に6カ月間鎮座したと伝え

られている。この忍山が神山と呼ばれ、後に「カミ

ヤマ」が転訛して「カメヤマ」と称せられるように

なったといわれる。これが、亀山の名の由来とされ、

大藪遺跡の所在する亀田町は亀山城下の北に位置し

ている。

壬申の乱 (672年）が起こったとき、吉野を出て東

国を目指す大海人皇子は伊賀から「大山」を越えて

「鈴鹿」に至り、「川曲坂下」で休止したという（「日

本書ta」)。当時はまだ、鈴鹿越（阿須波道）が開
かれておらず、「大山」すなわち、加太越が大和から

東国へ向かう主要道であった。この交通の要衝を捉

する鈴鹿関は現在の鈴鹿郡関町に比定されている。

伊勢北部の東海道は明らかではないが、地形的にみ

てこの地域を通っていたものと思われる。
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大藪遺跡〔 1〕ではこの頃の遺構としては、 A地

区で飛鳥～奈良時代の竪穴住居・掘立柱建物からな

る集落の一部が見つかっている。一方、遺跡の主体

となる古代末～中世の主要な遺構としては、平安時

代後・末期の6間X5間、 6間X4間の大型総柱建

物を中心とする建物群がみられ、荘官クラスの有力

層の存在が指摘されている。また、鎌倉時代末には

区画性を持った溝や門を伴う建物群があり、屋敷地

が推定されている。

大藪遺跡を中心として半径500mの半円内について

考えると、当遺跡の時期である平安末期から鎌倉時

代とほぼ同時代に関連する遺跡は 7遺跡が確認され

ている。東には羽若町にある、古墳～鎌倉時代にか
⑤ 

けての集落跡とされている千本塚遺跡〔 2〕、西に

は同じく羽若町にある平安～鎌倉時代にかけての掘
⑥ 

立柱建物群集落跡の糀屋垣内遺跡（出土遺物、緑釉

陶器・灰釉陶器・白磁•青磁・漆器椀・曲物）〔 3 〕、



南には杉前遺跡（出土遺物、須恵器・灰釉陶器）

〔4〕、下垣内遺跡〔 5〕、中村遺跡（出土遺物、

灰釉陶器）〔 6〕、池ノ下遺跡跡（出土遺物、須恵

器・灰釉陶器・瓦）〔 7〕、小脇遺跡〔 8〕である。

半径を 1kmまで広げれば、東の椿世町に古墳～鎌倉
⑦ 

時代の堀越遺跡〔 9〕、同じく平安～鎌倉時代の集
⑧ 

落跡の大坪遺跡〔 10〕、起シ遺跡〔 11〕などが確認

されており、西には、下野垣内遺跡〔 12〕（出土遺物、

灰釉陶器） ・岩谷遺跡〔 13〕、若山城跡〔 14〕 （出

土遺物、五輪塔）南に南崎遺跡〔 15〕などが確認さ

れている。

この周辺は上記遺跡以外にも河川の上下流域や対

岸にも数多くの諸遺跡が分布しており、密度の高い

文化財的にみても貴重な地域のひとつである。その

なかで大藪遺跡は鈴鹿川流域の左岸、一番北側の奥

まった周辺部の位置にあり、これより北には現在の

ところ遺跡はあまり確認されいない。この地域より

1 kmほど鈴鹿川から北に離れた所も流域として考え

るならば、大藪から西北に位置したところに、住山

遺跡〔 16〕と住山廃寺跡〔 17〕の 2か所が確認され
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ているのみである。

ここで、大藪遺跡の主体となっている中世に、こ
⑨ 

の地域を支配していた関氏の動向についてみると、
⑩ 

r吾妻鏡J文治三年 (1187年）四月二十九日条によれ
ば、現亀山市域には葉若•井後• 安楽の後鳥羽天皇

の後院領があった。元久元年 (1204年）四月になる

と、平重盛の曽孫関実忠が平氏の残党若莱五郎盛高

を小野城に滅ぼした論功行賞で、同年五月一日鈴鹿

郡関谷二十四郷、即ち市ノ瀬・関・林・山下・木下・

小野• 太岡寺• 落針・野尻・野村・住山・羽若・亀

田・椿世•井尻・和田・菅内・阿野田・楠平尾•安

知本• 田茂・三ツ寺・下庄•中庄の計四千貫（約二

万石）を賜り、この地の地頭職に着く。この後、葉

若•井後・安楽は「吾妻鏡」承久三年 (1221年）八

月七日条によれば、承久の乱の後に幕府によって没

収され、乱が平穏に帰したのを謝するため、北条政

子より伊勢神宮に寄進され、その御厨となった。

その他、安乃（野）田・豊田・和田・非（野）鼓

などの御厨があるので、中世初期の市域にはかなり

多くの御厨や荘園が錯綜していたものと思われる。



また、文永二年 (1265年）になると関氏は若山の地

に丹陵城を築き、現在の亀山市の殆どがその治下に

入ることとなった。南北朝から室町期にかけて、関

氏の動向は必ずしも明らかではないが、「親元日記」

寛正六年 (1465年）三月十五日条に「上様奉公峯弾

正左衛門尉康長云々」とみえ、また「言継卿記」弘

治三年 (1157年）四月五日条に「亀山二着了、奉公

衆関在所也云々」と記すことから推定すれば、関氏

とその一党は北勢で地歩を固める一方、室町幕府の

奉公衆にも名を連ね、京都周辺でも活動していたと
⑪ 

思われる。亀山に居城を構えた関氏宗家の他、その

一族には川崎の峯氏•鹿伏兎（現関町）の加太氏・

神戸（現鈴鹿市）の神戸氏•国府（現鈴鹿市）の国

府氏があり、関一党は北勢でかなりの勢力に成長し
⑫ ⑬ 

ていたようである。「九九五集」によると、近郷に配

置した小川・白木・小野の三与力と、七人衆とよば

れる羽若• 野村・芝原・豊田・岩間• 原・住山らに

よる家臣団を構成し、一族の四家の家臣団を合わせ

れば、関氏の勢力は相当なものであったと思われる。
⑭ ⑮ 

「勢州軍記」 ・「伊勢峯軍記」などによれば、北

勢をめぐる争乱において、元亀二年 (1571年）の長

島一揆で六角氏に加担した関氏は、蒲生氏によって

幽閉されている。そして、天正十年 (1582年）に許

されて亀山に戻ってきている。しかし、関家内での

家督争いが起こり、滝川一益により争いに乗じられ

亀山を奪われることになった。その後、本能寺の変

において、再び亀山は関氏の領有するところとなっ

【註】

① 三重県埋蔵文化財センター「一般国道 1号亀山バイ

パス・埋蔵文化財発掘調査概要V1」(1990年）。

② 「北勢の歴史・上巻」（郷土出版社、 1992年）。

③ 「亀山のあゆみ」（亀山市1975年）。

④ 「日本書紀」（「国史大系」第1巻、吉川弘文館、 1935

年）。

⑤ 「国1バイパスだより17号」三重県教育委員会 (1988

年）。

⑥ 三重県埋蔵文化財センター「糀屋垣内遺跡」 (199傾こ）。

⑦ 註①に同じ。

⑧ 註①に同じ。
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た。このように、関氏は亀山の領有を度々繰り返し

ているが、慶長十五年、関ー政のおり伯者国黒坂

（現鳥取県日野郡）に移され、中世以来の亀山との関

係はここに終わりを告げることとなった。その後、

亀山は多くの城主が入れ代わるが、延亨元年 (1744

年）石川総慶の入封を最後に明治をむかえる。

なお、明治四年 (1871年）廃藩に伴い旧亀山藩領

は、亀山県・久居県になる。同二十二年、町村制が

施行されると、鈴鹿郡に亀山町が成立し、同四十一

年鈴鹿郡横尾村を合併した。その後、鈴鹿郡の川崎

村• 野登村など諸村を合併し、同三十三年に安芸郡

芸濃町大字楠平尾を編入し現在に至っている。
⑯ 

また、亀山市の亀田町については、中世は関谷二

十四郷の一に数えられ（「九九五集」）、元和元年か

ら寛永十三年 (1615---1636年）には津藩領に属し、

寛永十三年 (1636年）からは亀山藩に復帰している。

近世になると、亀山藩領・津藩領・関組とその所在

が移行している。この時期の村高は寛永十四年の内

検地で238石（田168石・畑70石）、その他茶桑銭3

貫595文、藪年貢285文、新開林 (14ケ所・ 2町）運

上銀50匁2分、助馬銀7匁となっている。村の広さ

は東西1町40間・南北24間となっている。明治22年

頃は戸数23軒・人口122名• 田畑21町の村であり、昭

和29年に亀山市亀田町となった。現在の亀田は県道

亀山停車場石水渓線の整備に伴い宅地化が進みつつ

あるお茶の栽培が盛んな所である。

⑨ r三重県の地名24巻」（平凡社、 1983年）。
⑪ 「吾妻鏡」（「国史大系」第32巻、吉川弘文館、 1933

年）。

⑫ 稲本紀昭「関氏関係資料集成」（「史跡正法寺山荘跡
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調査の成果
a_ 

b
＿
 

1 遺構

大藪遺跡の基本的な土層は、第 I層：耕作土、第

II層：粘質性の褐色土（地山）となっている。第II

層までの深さは30cm前後である。この第II層上面で、

褐色土及び淡茶褐色土が埋土となる溝や小穴などの

遺構を検出した。検出した遺構は、 7条の溝と若干

のピットである。調査区の中央部は南北両端部より

も15cmほど低くなっており、全体に中央部に向かっ

て非常に緩やかな斜面となっている。この中で調査

区南側の溝1に囲まれた部分は周囲よりもさらに20

----30cmほど高い。

① 溝

検出された溝は、調査区の北から中央部にかけて

北西～南東方向に 6条（溝3...._ 7)が確認され、南

側ではこれにほぼ直交する溝 1・2の2条が確認さ

れた。この中で、溝1はE20°Sの方向を示すもので、

調査区東端で、ほぼ直角に折れ曲がる。深さ10cm前

後であり、幅は50----60cmである。近接する溝2・3

は方向・深さ・幅が溝1とほぽ同じである。溝4は

A
 

，
 
゜

a- 。
第4図遺構平面図 (1: 200) 
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E35°Sの方向を示すもので、深さ10cm前後、幅40---

100cmと西側が狭く東側が広いテーパ状となっている。

溝5は深さ10cm前後で幅約100cm.、方向は溝4と同じ

である。溝6・7は深さ10cm前後、幅40---50cmであ

る。傾きは溝6は溝4に同じであるが、溝 7は方向

が溝1に近いEl0°sとなっている。結果として、溝

1---3・7の4条はE20°Sの方向で互いに平行して

おり、溝4---6の溝は、 E35°Sで互いに平行して伸

びている。溝からの出土遺物はないが、方向の相違

から溝4---6と溝1---3・7は時期的に多少前後す

るのではないかと考えられる。

溝相互の間隔は、溝1と溝2で約 2m、溝 1と溝

3が約5m、溝3と溝7が約30mの距離である。ま

た溝4と溝5が約7m、溝5と溝6が約10mの間隔

でそれぞれ確認された。溝3と溝4の間隔は 6---8 

mである。

2 遺物

今回の調査では遺物包含層が認められず、溝やピッ

トなどからも遺物は出土しなかった。わずかに表土

Wi 

② ピット

ピットは、径は20---30cm程度のもので深さは10---

20cm前後である。検出されたピットの約60%ほどが、

調査区の中央部、溝4のあたりで集中的に確認され

た。しかし、掘立柱建物の柱穴と確認できるものは

ない。

③ 大藪遺跡C地区との関連

今回の調査区は、一般国道 1号亀山バイパス建設

事業 (1990年度）に伴って調査された、大藪遺跡C

地区の北側に接している。今回検出された溝 1・2

は、大藪遺跡C地区の北端部の溝8・9の2本に連

続するものと考えられる。また、掘立柱建物は確認

できなかったが、調査区北半の溝4・5・6の方向

性は大藪遺跡B・C地区北端の掘立柱建物の方向性

に近似しているようである。

を除去したおり、採集された山茶椀の小片等が微量

確認されただけである。

結

今回の発掘調査は、亀山市亀田町内での一般地方

道亀山停車場石水渓線（交差点改良）整備事業計画

によるもので、きわめて小範囲なものとなった。平

成2(1990)年度の調査は、大藪遺跡をA・B・C

地区の 3地区に分けて行っている。当調査区 (D地

区）は、この大藪遺跡C地区の北端部から、さらに

北へ細長く伸びた部分に位置するところにある。 C

地区は、平安時代末期から室町時代にかけての集落

跡の遺構や遺物などが確認されている。このため、

今回のD地区は面積としては240m2と小規模であるが、

C地区の遺構の北への広がりを推定して調査に入っ

た。

調査の結果、調査区内に東西と南北方向に伸びる

溝が7条確認された。この中で、溝 1の東西部分と

溝3および溝7の3条が、互いに並行関係を持ちな

がら、ほぼ東西方向に伸びていることが判明した。

また、溝4・5・6は東西に伸びているものの、溝

1・3・7よりさらに約15°ほど東から南にふれて伸

語

びていることが確認された。これらの溝は周囲の状

況から考えると、旧耕作地や道などの区割りに利用

されたものではないかと思われる。現況でもこの辺

り一帯は畑地となっており、検出された溝の一部は

調査区の東側に現存する畑の畦切り溝と、延長線上

で重なる部分があることなどから考えれば当調査区

付近は時代によって多少の変遷はあったものの、概

ねかつての地割り方向を保って今日に至っているの

ではと考えられる。

調査区と、大藪遺跡C地区との関係を第5図遺構

関連図から考察した結果、検出された2条の溝 (1. 

2)と、大藪遺跡C地区の北端部で検出されている

2条の溝 (8・9)とが同一の溝と思われ、遺構ど

うしの間が道路整備事業の削平により攪乱されてい

るものの，繋がるようである。また溝 (8・9)はC

地区の報告書によれば、平安時代末期の掘立柱建物

の柱穴を切っており、建物の時期より後世のものと

考えられる。そのことから、当遺跡の遺構も平安時
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代末期以後のものと考えられる。しかし、溝4・5・

6については、時代を推定する判断材料が見当たら

ない。この中で、溝4では周囲にピットがかなり確

認されており、検出されたピット全体の60%ほどに

なっている。建物としては確認できなかったが、こ

こになんらかの遺構があったのではないかと考えら

れる。

今回の調査区は、中世の集落跡である大藪遺跡C

地区の北端部に位置している。 C地区の東側及び北

側の数十メートル先が谷となっていることや、前述

のように田畑の区割と関連すると思われる溝群の存

在などの地形的な条件から考えると、今回の調査区

は大藪遺跡B・C地区の周辺部にあたるものと思わ

れる。 B・C地区では、門や柵、および規模の大き

な掘立柱建物群などの遺構が報告されており、政治

及び経済背景などを考えると、当地区と同時代の関

氏との関係も注目されるところである。

しかし、 D地区については調査区が狭かったこと

もあり、調査区から谷にいたるまでの範囲において

は調査されておらず、より具体的な結果を得るには

大藪遺跡C地区との関連をも含めて、今後さらに十

分な調査と検討が必要であろう。

（松本 美先）

第5図 遺構関連図 (1: 400) 
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PL 1 

調査地区全景 1〔調査前） （北から）

調査地区全景2〔調査後〕 （北から）
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書 名 大藪遺跡発掘調査報告 (D地区）

副 書 名

巻 次

シリーズ名 三重県埋蔵文化財調査報告
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ふりかな ふりかな
コー ド

北緯 東経
調査 調査面積

調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村
遺跡 0 , ,, 0 I H 期間 m 2 

番号

お大おや藪ぶ 遺跡 三み重えけ県ん亀かめや山ま市し 24210 195 34度 136度 19940704 240 一般地方道

か亀め田だち町ょうあ字ざお大おや藪ぶ
亀山停車場

(D地区） 51分 27分 ～ 石水渓線

（交差点改

40秒 29秒 19940712 良）整備事
業に伴う事
前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大藪遺跡 平安時代末期～ 溝 7条
その他

(D地区） 鎌倉時代後期 ピット 19個
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平成 7(1995)年 3月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 6月にデジタル化しました。

三重県埋蔵文化財調杏報告 129 

一般地方道亀山停車場石水渓線（交差点改良）整備事業に伴う

大藪遺跡発掘調査報告
(D地区）

三重県亀山市亀田町字大藪

1995・3 

編集＝重県埋蔵文化財セ‘ ー
発ィT ー

／タ

印刷光出版印刷株式会社


	表紙

	序文

	例言

	目次

	本文目次

	Ⅰ　前言

	1　調査に至る経過

	2　調査日誌


	Ⅱ　位置と環境

	1　位置

	2　歴史的環境


	Ⅲ　調査の成果

	1　遺構

	2　遺物


	Ⅳ　結語


	挿図目次

	第1図　遺跡位置図

	第2図　遺跡地形図

	第3図　遺跡関連図

	第4図　遺構平面図

	第5図　遺構関連図


	図版目次

	PL1　調査区全景　調査前、調査後

	PL2　作業風景、調査後現況



	報告書抄録

	奥付


